
第３回ミニセミナーを実施しました 
 

 

            

 

 

  地域支援センター 

 

 

今年度も小学校や中学校、各事業所等の方々を対象に、ミニセミナーを実施しています。 

 第３回は１１月１５日（火）に「特別支援教育コーディネーターの役割〜役割を知ると協働が進む

〜」というテーマで、本校地域支援センター職員の古川英樹教諭を講師に実施しました。 

 参加した方々からは、以下のような様々な感想をいただきました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３回ミニセミナーをもちまして、今年度のミニセミナーは終了となります。 

来年度も実施する予定ですので、ぜひご参加ください。 

 

・支援学校と小・中、高等学校とのコーディネートの必要性ばかりに目が向いていたが、地域と

のコーディネートの必要性も大切であると分かった。 

・早い時期からの関係機関との連携が大切であることを改めて感じた。 

・支援会議に様々な支援機関が関わっていることが分かった。 

・コーディネートハンドブックというものがあることを今回初めて知った。参考にしたい。 

・いわき市の支援体制について知ることができた。 

・特別支援教育コーディネーターは、各関係機関と相談者との橋渡しの存在であることを知るこ

とができた。 


